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分子ガスと中性原子ガスの分布に関して、これまでは平行平板モデルが提唱されてきたが、COおよび中性炭素
原子 [C I]輝線の観測から、実際にはより複雑に分布していることが示唆されてきた。例えば過去の富士山望遠鏡
よるおうし座分子雲の [C I]1–0観測では、両者の分布は有意に異なっていた (Maezawa et al. 1999)。一方 ρ Oph
分子雲 ([C I]1-0; Kamegai et al. 2003)や、「なんてん２」によるカリーナの観測 ([C I]2–1; Kramer et al. 2008)
では両者の分布は良く似ており、COと C Iは（∼ 0.1 pcの分解能では）よく混ざっている。これらの解釈とし
て、前者では原子から分子への星間ガスの化学進化が示唆されている。後者に対しては、分子雲は細かい構造を
もち、外からの紫外線が内部まで容易に浸透し PDRを作る clumpy modelが示唆されている (Spaans 1996)。
化学進化が進み、紫外線源が存在しない星形成直前の高密度コアでは、[C I]/CO比は最も小さくなり、コア

内部で星が誕生すると、原始星からの紫外線やＸ線解離によるフィードバックで、この比は上昇すると予想され
る。class I天体 HH46において、分子流 cavityから広がった [C I]2–1輝線が検出されている (van Kempen et
al. 2009)。より若い進化段階の class 0天体では、C Iの分布はよりコンパクトであると期待される。
これらの興味から、ASTEに搭載された ALMA Band 8 QM受信器を使って、おうし座にある class 0天体、

IRAM 04191と L1521F-IRSを観測した。IRAM 04191は広がった分子流を持つが、L1521F-IRSのそれはコン
パクトであり、年齢の違いも示唆されている。どちらの天体からも、コア全体に広がり、かつ比較的線幅の大き
な [C I]輝線が検出された。L1521F-IRSからはコンパクトでかつ線幅の小さい成分もわずかに検出され、フィー
ドバック効果の兆候と考えられる。[C I]輝線は、class 0原始星進化の指標になることが示唆される。


